
 9月 30日 

司教教会博士ジェローム 

Hieronymus 

（347～420） 

～ラテン語に聖書を翻訳～ 

 

＜人名事典などでの別表記：ヒエロニムス＞ 

 

 ジェロームは、ダルマティア（現在のクロアチア共和国）のスト

リドで、キリスト教の家庭に生まれます。彼はローマで文法学や修

辞学を学んでいきます。またキリスト教文学にも興味を示し、キリ

スト教の信仰を持ち、洗礼を受けます。さらにエジプトの聖パウロ

とシリアの聖マルコ、そして聖ヒラリオンたちの伝説も書いていき

ます。 

 ジェロームは生涯にわたって、アンティオキア、ローマ、コンス

タンティノポリス、エルサレムなどの都市を巡回して活動していき

ました。その中で修道士になる決心をし、そのままアキレイア、ア

ンティオキアに滞在しました。 

 33 歳の時には、彼は東シリアのカルキスの荒野で禁欲生活を送

っていましたが、厳しい苦行と強い誘惑に耐えながらも、さながら

天国にいるようだと本人はしたためています。また、そこからかつ

ての遊び仲間に「キリストの兵士よ、なぜまだ家に残っているので

すか」と手紙を書いたそうです。 

 しかしその後、彼はこの生活は自分にはふさわしくないと悟り、

コンスタンティノポリスで、ナジアンゾスのグレゴリオスと共に学 
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びます。彼は他にもニュッサのグレゴリオスたちとも親しくしてい

たと伝えられます。 

さらに彼はローマに移り、教皇ダマススに仕えながら、ローマの

金持ちや貴族の婦人たちの霊的指導者として禁欲主義を訴えます。

たとえば、居眠りをする時にも、顔を聖書の上に置きなさい、とま

で指導していったそうです。後にこのグループから、七人の聖人が

生まれました。 

ジェロームは教皇に仕えている間に教皇に勧められ、聖書をラテ

ン語に翻訳しました。それはウルガータ聖書として今日でもカトリ

ック教会で用いられています。また、教皇の死後はベツレヘムで男

子修道院を統轄し、著作活動に励みながら、アリウス主義やペラギ

ウス主義、オリゲネス主義といった異端と論争していきました。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたは主のしもべ、司教教会博士ジェロームの教え

によって公会を照らして下さいました。どうか天の恵みをもって公

会をますます豊かにし、忠実な証びとを起して下さい。その生活と

教えに倣い、わたしたちがすべての人に救いの真理を宣べ伝えるこ

とができますように、主イエス・キリストによってお願いいたしま

す。      アーメン 


